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集い～弐十祭～」が開催され、538
人がご成人を迎えられました。今年、
市制 20 周年を迎えるみどり市とと
もに歩んでこられた皆様のご活躍と
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同、皆様とともに、これからも市の
発展に努めてまいります。
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●議案審議●議案審議

議案第119号　令和７年度みどり市一般会計補正予算(第６号）

議案第92号　みどり市こどもの居場所条例について

令和７年 第 4 回定例会
日程：12月４日から12月24日まで（21日間）

PICK UP

PICK UP

1

2

　もともとの歳入歳出予算に１億３, ０３７万９千円を追加し、補正後の総額を３３８億４,
６２９万５千円とする補正予算案について、慎重に審議を行い、全会一致で可決しました。

　◆主な補正内容
　　（１）ふるさと思いやり寄附金の増収に伴う補正
　　（２）降ひょうにより被災した農家を支援するための補正
　　（３）その他
　　  ・保小中一貫教育推進事業　ほか

　子どもが安心して過ごせる居場所づくりを目的に、旧笠懸幼稚園を拠点とした官民連携の
施設設置・管理に関する条例案を、全会一致で可決しました。

　◆条例の概要
　　（１）施設名称・場所
　　  ・名称：みどり市こどもの居場所
　　  ・場所：みどり市笠懸町鹿 4590 番地２
　　（２）主な事業内容
　　  ・子どもが安全・安心して過ごせる居場所の提供
　　  ・子どもの遊びや学びの支援
　　  ・子どもおよびその家庭からの相談対応
　　  ・施設を利用する子どもの成長や家庭環境の把握
　　  ・教育機関や子育て支援団体などとの連携・調整
　　（３）開館時間・休館日
　　  ・開館時間：午前８時３０分～午後７時
　　  ・休館日：土曜・日曜・祝日・年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）
　　（４）利用対象者
　　  市内在住または市内の学校などに在籍する１８歳以下の子どもとその保護者
　　（５）利用料
　　  無料（食事や教材を利用する場合は、一部お金がかかります）
　　（６）運営体制
　　  市内の子育て支援団体（予定）

　市長から令和７年度補正予算をはじめ、条例改正など 53 議案が上程され、慎重に審議しました。今号
ではこの中から２つを PICK UP します。

支援対象
⇨被災した農業施設の復旧作
　業(被覆材張替)を行う農家
支援金額
⇨災害復旧にかかる自己負
　担額の30％を補助
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賛否が分かれた議案と審議結果
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第１０７号 指定管理者の指定について（みどり市高齢者能力活
用センター） ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 16 0

第１０８号 指定管理者の指定について(みどり市介護予防複合施設) ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 16 0
第１０９号 指定管理者の指定について(みどり市笠懸北小学童クラブ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 除 16 0
第１１５号 群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団

体への加入について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１２５号 みどり市職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１２６号 令和７年度みどり市一般会計補正予算（第７号）に

ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１２７号 令和７年度みどり市国民健康保険（事業勘定）特別

会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１２８号 令和７年度みどり市国民健康保険（診療所勘定）特

別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１２９号 令和７年度みどり市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１３０号 令和７年度みどり市介護保険（保険事業勘定）特別

会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１３１号 令和７年度みどり市富弘美術館事業特別会計補正予

算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１３２号 令和７年度みどり市競艇事業特別会計補正予算（第

２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１３３号 令和７年度みどり市簡易水道事業会計補正予算（第

１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
第１３４号 令和７年度みどり市公共下水道事業会計補正予算

（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 16 0
注１）表決結果の表示について、賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」と表示しています。
注２）議長は可否同数以外の場合は、表決に加わらないため「―」と表示しています。
注３）除斥…議員 ( または副議長 ) は、直接の利害関係がある事件については、その議事に参与することができません（地方自治法第 117 条）。
　　　除斥された場合は「除」と表示しています。

●表決結果●表決結果
全員賛成で可決した議案
区分 番号 件名
承
認 第４号 専決処分した事件（令和７年度みどり市一般会計補正予算（第５

号））の承認について

議
案

第８７号 みどり市議会議員及びみどり市長の選挙における選挙運動用自動車
の使用等の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について

第８８号 みどり市報酬費用弁償支給条例の一部を改正する条例について

第８９号 みどり市特別会計設置条例の一部を改正する条例について

第９０号 みどり市印鑑条例の一部を改正する条例について

第９１号 みどり市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例について

第９２号 みどり市こどもの居場所条例について

第９３号
みどり市農業集落排水事業及び戸別浄化槽事業に地方公営企業法
の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整備に関する条例
について

第９４号 指定管理者の指定について（みどり市障害者福祉センター）

第９５号 指定管理者の指定について（みどり市老人福祉センター）

第９６号 指定管理者の指定について（みどり市笠懸老人憩の家）

第９７号 指定管理者の指定について（みどり市大間々老人憩の家）

第９８号 指定管理者の指定について（みどり市高齢者生活福祉センター）

第９９号 指定管理者の指定について（みどり市大間々南学童保育所）

第１００号 指定管理者の指定について（みどり市大間々東学童保育所）

第１０１号 指定管理者の指定について（みどり市大間々北学童保育所）

第１０２号 指定管理者の指定について（みどり市笠懸小学童クラブ）

第１０３号 指定管理者の指定について（みどり市第１笠懸東学童クラブ）

第１０４号 指定管理者の指定について（みどり市地域活動支援センターおおまま）

第１０５号 指定管理者の指定について（みどり市第２笠懸東学童クラブ）

区分 番号 件名

議
案

第１０６号 指定管理者の指定について（みどり市笠懸西小学童クラブ）

第１１０号 指定管理者の指定について（浅原体験村）

第１１１号 指定管理者の指定について（小平の里）

第１１２号 指定管理者の指定について（みどり市東町農産物直売所）

第１１３号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

第１１４号 群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支給等に関する事務に
係る共同処理の取り止めに伴う財産処分に関する協議について

第１１６号 みどり市過疎地域持続的発展計画の一部変更について

第１１７号 工事請負契約の締結について

第１１８号 財産の取得について

第１１９号 令和７年度みどり市一般会計補正予算（第６号）について

第１２０号 令和７年度みどり市国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算
（第２号）について

第１２１号 令和７年度みどり市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

第１２２号 令和７年度みどり市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算
（第２号）について

第１２３号 令和７年度みどり市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
について

第１２４号 令和７年度みどり市公共下水道事業会計補正予算（第３号）について

第１３５号 工事請負変更契約の締結について（みどり市温泉施設整備工事）

第１３６号 工事請負変更契約の締結について（みどり市滞在型宿泊施設建設工事）

第１３７号 財産の取得について

第１３８号 令和７年度みどり市一般会計補正予算（第８号）について
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●常任委員会報告●常任委員会報告
　市の仕事は多岐にわたっており、市議会で取り扱う案件も多く、内容もさまざまな分野に及びます。
そのため、議案や請願・陳情などは各常任委員会に付託され、慎重に審査されます。
　ここでは、委員長が本会議で報告した委員会での審査の経過と結果の概要をお伝えします。

※インフレスライド条項…物価（インフレ）が上がったときに、契約金額や支払い額も自動的に調整される仕組みのこと

総務文教常任委員会（12月 17日開催）

市民福祉常任委員会（12月 15日開催）

付託された議案
・工事請負契約の締結（岩宿博物館常設展示等改修工事）
・ほか６件
議案の内容
・予定価格が１億５，０００万円を超える工事請負契約に
　ついて、議会の議決を求めるもの
・契約方法は指名競争入札
・契約相手方は株式会社日展東京支店
・契約金額は３億１，７９０万円
委員会の様子
・インフレスライド条項※について質疑があり、「契約の中で調整する」との答弁があった
・また、開館スケジュールについて質疑があり、「工期終了（６月中旬）後、枯らし期間を経て１０月
　上旬オープンを目指す」との答弁があった
審査結果
・討論はなく、採決の結果、挙手全員で可決すべきものと決定

付託された議案
・指定管理者の指定について（笠懸小学童クラブ）
・指定管理者の指定について（第１笠懸東学童クラブ）
・ほか１８件
議案の内容
・公募審査の結果、両学童クラブともシダックス大新東
　ヒューマンサービス株式会社を指定管理者として指定
　するため、議会の議決を求めるもの
・指定期間は令和８年４月１日から令和１３年３月３１
　日までの５年間
委員会の様子
・「公募に現指定管理者は参加したのか」との質疑があり、「今回の公募では、それぞれ２者から応募
　があり、そのうち１者は現指定管理者である」との答弁があった
審査結果
・討論はなく、採決の結果、挙手全員で可決すべきものと決定
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経済建設常任委員会（12月 16日開催）

予算常任委員会（12月 18日開催）

付託された議案
・みどり市農業集落排水事業及び戸別浄化槽事業に地方
　公営企業法の財務規定等を適用することに伴う関係条
　例の整備に関する条例
・ほか３件
議案の内容
・令和８年４月１日から、農業集落排水事業および戸別
　浄化槽事業に地方公営企業法の財務規定等を適用し、
　企業会計へ移行することに伴い、関係条例の一部改正
　ならびに廃止を行うため、議会の議決を求めるもの
委員会の様子・審査結果
・質疑、討論はなく、挙手全員で可決すべきものと決定

付託された議案
・介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号）
・ほか１３件
議案の内容
・主に令和７年度の税制改正に伴う介護保険システムの改
　修費用や、還付金の増加に対応するための補正を行うた
　め、議会の議決を求めるもの
委員会の様子
・「一般管理事業の１７１万６，０００円は、どのような
　税制改正に対応するシステム改修か」との質疑があり、
　「令和７年度税制改正で個人住民税の給与所得控除額が
　引き上げられることにより、介護保険料の収入不足を防ぐため、令和８年度の保険料に限りこれまで
　と同じ控除額を使って計算する必要があり、そのためのシステム改修である」との答弁があった
審査結果
・討論はなく、採決の結果、挙手全員で可決すべきものと決定

問い合わせ

　議会では、市のさまざまな計画や市民の生活に
直面したことなどが議論されています。
　本会議などでは、どなたでもご覧いただけますので、
ぜひ傍聴にお越しください。

みどり市議会事務局　℡０２７７－７６－１９７０

傍聴をお待ちしています！
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●行政視察(研修)報告●行政視察(研修)報告
　市議会では、市民の皆さまの暮らしをより良くするため、他自治体や団体を訪問して先進的な取り組
みや事業運営を学ぶ「行政視察（研修）」を行っています。現地での見学や担当者からの説明で得た知識
やアイデアを、今後の政策や事業に生かしてまいります。

視察先／
視察内容

視察先／
視察内容

視察先／
視察内容

京都府京都市／京都市市民防災センターにて防災体験
兵庫県加東市／ＤＸ推進の取組について

子ども食堂ネバーランド／子ども食堂を中心とした子ども支援について
島根県奥出雲町／在宅高齢者への支援について
鳥取県境港市／ファミリー・サポート・センター、育児サポートについて

長崎県大村市／ボートレース事業及び施設の概要について
佐賀県武雄市／武雄温泉駅南口周辺整備事業、工業団地の造成事業について

総務文教常任委員会（10月１日～３日）

市民福祉常任委員会（10月７日～９日）

経済建設常任委員会（10月１日～３日）

　京都市市民防災センターでは、地震や風水害など各種災害の脅威を体験的に学ぶことができ、震度７の揺れや
煙避難、強風体験、４Dシアターなど多様なプログラムが用意されている。委員一同、実際の体験を通じて災害
時の行動力や防災意識の重要性を実感した。こうした体験学習は、知識の習得
だけでなく、実践的なスキルや冷静な判断力の向上に寄与し、地域全体の自助
能力強化に大きく貢献するものである。加東市では、行政手続きや地域社会の
デジタル化を推進し､｢書かない窓口｣を設置している。職員による聞き取りと
市役所データの活用で市民の負担軽減とデジタルデバイド解消を図っている。
さらに､若手職員を中心としたワーキンググループや｢めんどくさいグランプリ｣
など独自の取組により、職員の意識改革と持続的なDX推進を実現している。

　子ども食堂ネバーランドは、生活困窮や孤食、不登校など子どもや家庭の孤立が深刻化する中、平成29年の設
立以来、学習支援やベビーマッサージ、自然体験会、ギフティカフェなど多様な活動を展開し、地域の居場所づ
くりに力を入れている。運営は多様な職種のボランティアで構成され、助成金の活用や有償ボランティアの導入
により活動の安定化を図っている。フードバンクでは週１回、20～25家庭に食材
を配布し、行政と連携しつつ柔軟な支援を行っている。次に、奥出雲町では、高
齢化率46.59％という全国的にも高い高齢化に対応し、第３期地域福祉計画のも
と、高齢者サポート事業や見守りネットワーク、外出支援、冬季の生活支援など
多様な施策を展開している。最後に、境港市では、地域子育て支援センターが土
日・祝日も開館し、休日保育や多様なイベント、絵本の読み聞かせ・貸出などを
実施しているほか、予約不要の一時預かり事業も行われている。

　大村市は、全国初の競艇事業を展開し、ボートレース事業の収益が市の一般会計に大きく繰り出されており、
安定した財政基盤の構築に成功している。経営環境の変化にも柔軟に対応し、場外発売や施設のコンパクト化、
地域貢献施設の設置など、持続的な経営努力が印象的であった。武雄市では、新
幹線西九州ルート開業に合わせた駅南口周辺整備事業を視察した。交通結節機能
の強化や無電柱化、温泉情緒を生かした景観整備、地域通貨「たけおpay」やス
タンプラリーによる観光振興策など、地域活性化への多角的な取り組みが進めら
れている。また、工業団地造成事業では、企業誘致のための税制優遇や長期的な
投資戦略により、将来的な財政安定を目指す姿勢が参考となった。
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みどモス

●一般質問●一般質問
　一般質問とは、議員が市長などに対して、市の事務の進め方や今後の方針について報告や説明を
求め、市が市民のために適切な市政運営を進めているかを確認するものです。
　令和７年第４回定例会では 14 人の議員が一般質問を行いました。
　ここでは、各議員が自ら要約して作成した一般質問の原稿を、質問者の順番で掲載しています。
　また、各議員の一般質問の様子は、各ページに掲載している QR コードから録画映像をご覧いた
だけます。
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視察先／
視察内容 埼玉県八潮市／道路陥没事故に関わる「避難所運営」について

予算常任委員会（10月 30日）

　令和７年１月28日に八潮市内で発生した県道の下水道管の破損による道路陥没事故の避難所運営について、事
故発生当初は局所的な対応であったため、避難所は地域住民でなく市の避難所班職員が中心となって運営した。
温かい食事の提供に努めたが、朝食や土日の食事提供が可能な事業者の確保に苦慮したとのことである。また、
保健師による健康相談や、老人福祉センターでの入浴・送迎サービスも実施
された。課題として、職員は事故発生から道路班や応急給水班を中心に２４時
間体制で対応したが、当初は人命救助までとの認識であったため、交代要員
をあまり考慮せず、３６時間や４８時間の連続勤務となった点が挙げられた。さ
らに、局所的な事故対応であったことから、危機管理防災課が対策本部会議
の運営や情報収集、食事・物資の手配、寄附の受け入れなど多くの業務を担
い、全庁的な協力体制が十分でなかったことが反省点として挙がった。



一 般 質 問

Q
須
藤
市
長
の
２
期
目
に
お
け
る

公
約
の
実
現
状
況
は
。
ま
た
、
公

約
以
外
で
取
り
組
ん
だ
主
な
施
策

は
。

A
市
長　
２
期
目
で
は
、
人
口
減

少
対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、
都
市
基
盤
整
備
や
子
育
て
支

援
、
企
業
誘
致
、
交
流
人
口
の
拡

大
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
現
時
点
で
88
項
目
中
約
８

割
が
達
成
ま
た
は
順
調
に
進
行
し

て
お
り
、
未
着
手
の
公
約
は
な
い
。

公
約
以
外
に
も
、
物
価
高
騰
や
コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
み
ど
モ
ス
応

援
券
の
支
給
に
よ
る
生
活
・
経
済

支
援
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
星

野
富
弘
氏
へ
の
名
誉
市
民
称
号
の

授
与
や
、
相
澤
忠
洋
氏
収
集
資
料

の
寄
贈
・
映
画
制
作
な
ど
、
歴
史

文
化
の
継
承
と
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

Q
３
期
目
出
馬
の
意
気
込
み
は
。

A
市
長　
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年

間
で
積
み
重
ね
て
き
た
施
策
に
よ

り
、
本
市
の
人
口
減
少
傾
向
に
一

定
の
変
化
が
見
ら
れ
、
推
計
を
上

回
る
人
口
を
維
持
し
て
い
る
。
今

免
許
や
狩
猟
免
許
の
取
得
費
用
を

補
助
し
て
い
る
。
今
後
は
、
免
許

を
取
得
し
た
隊
員
が
長
く
活
動
で

き
る
よ
う
、
免
許
更
新
費
用
の
支

援
も
検
討
し
て
い
く
。

Q
草
木
湖
マ
ラ
ソ
ン
や
シ
ー
ト
ゥ

ー
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
、
安
心
安
全
な
開
催
に
向

け
た
対
策
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
イ
ベ
ン
ト
の

安
全
対
策
と
し
て
、
開
催
前
は
必

要
に
応
じ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
見
回
り
や
緊
急
時

対
応
を
行
う
。
熊
撃
退
ス
プ
レ
ー

や
轟※

音
玉
の
配
備
に
つ
い
て
も
今

後
協
議
し
て
い
く
。

Q
広
域
で
の
対
策
は
。

A
市
長　
県
や
近
隣
自
治
体
と
連

携
を
強
化
し
、
情
報
共
有
や
意
見

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
捕
獲
隊
と

も
協
力
し
て
安
全
対
策
を
進
め
る
。

国
や
県
の
支
援
も
活
用
し
、
本
市

独
自
の
熊
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
検
討
し
、
市
民
の
安
全
確
保
に

努
め
る
。

後
も
公
約
の
着
実
な
実
行
と
と
も

に
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済

の
強
化
、
教
育
・
子
育
て
・
雇
用

環
境
の
充
実
、
移
住
定
住
や
観
光

振
興
な
ど
、
各
分
野
の
取
り
組
み

を
次
の
段
階
へ
進
め
て
い
く
決
意

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
人

脈
を
最
大
限
に
生
か
し
、
持
続
可

能
な
み
ど
り
市
の
実
現
に
向
け
て
、

３
期
目
に
挑
戦
す
る
。

--------------------------

Q
市
内
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
個
体

数
や
捕
獲
数
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
市
内
の
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
は
、
平
成
25
年
度
の
推

定
42
頭
か
ら
令
和
７
年
度
に
は
80

頭
に
増
加
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
は
、
個
体
数
調
整
捕
獲
で
10
頭
、

錯※

誤
捕
獲
さ
れ
た
も
の
が
15
頭
、

合
計
25
頭
を
捕
獲
し
た
。

Q
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の
課
題

と
し
て
、
捕
獲
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
が
あ
り
、
育
成
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
免
許
取
得
な
ど
の

負
担
軽
減
策
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
本
市
で
は
、

捕
獲
隊
員
の
育
成
の
た
め
、
銃
猟

答
弁
…�

責
任
感
と
情
熱
を
持
っ
て
挑
む

録画映像
あります

須
藤
市
長
３
期
目
挑
戦
は

※錯誤捕獲…動物を捕まえるために設置した「わな」に、本来捕まえたかった動物とは別の個体が誤ってかかってしまうこと。
　　　　　　たとえば、有害なシカやイノシシを捕獲する目的で設置したわなに、対象外のクマがかかってしまう場合などを指す。
※轟音玉(ごうおんぎょく)…発射すると大きな音が出る弾のこと。山や野外で動物を追い払う目的で使われ、発砲すると大きな音が
　　　　　　　　　　　　　鳴り響き､ クマなどの野生動物を驚かせてその場から遠ざける
　　　　　　　　　　　　　効果がある。

須藤  昭男 市長

広和クラブ 古田島 和茂 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た

お
米
券
の
配
布
先
は
適
切
か

録画映像
あります

Q
お
米
券
配
布
事
業
（
食
料
品
価

格
高
騰
重
点
支
援
金
）
に
つ
い
て
、

市
民
生
活
へ
の
直
接
的
な
支
援
は
、

今
ま
さ
に
行
政
が
果
た
す
べ
き
責

務
で
あ
る
。
本
市
で
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

真
に
支
援
を
必
要
と
す
る
層
を
十

分
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

A
政
策
企
画
部
長　
こ
の
施
策
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活

者
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の

み
の
世
帯
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も

が
い
る
子
育
て
世
帯
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
を
検
討
し
て
き
た

が
、
今
回
は
家
計
へ
の
影
響
が
特

に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た
。

Q
年
収
２
０
０
万
円
程
度
が
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
境
目
と
な
る
。

課
税
世
帯
と
な
る
年
収
２
０
０
か

ら
２
５
０
万
円
の
世
帯
の
可
処
分

所
得
は
１
６
０
か
ら
２
０
０
万
円

程
度
で
、
実
態
と
し
て
非
課
税
世

帯
と
大
き
な
差
は
な
い
。
こ
う
し

A
政
策
企
画
部
長　
課
題
解
消
の

た
め
、
今
年
度
は
最
新
の
Ａ
Ｉ
配

車
シ
ス
テ
ム
へ
更
新
し
、
効
率
的

な
配
車
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
Ｗ

ｅ
ｂ
予
約
シ
ス
テ
ム
の
操
作
性
を

改
善
し
た
こ
と
で
、
予
約
率
が
15

％
か
ら
45
％
に
向
上
し
、
予
約
の

集
中
緩
和
に
も
つ
な
が
っ
た
。

Q
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
複
数
の
交
通
手

段
を
ア
プ
リ
上
で
統
合
し
、
検
索

か
ら
決
済
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
市

民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
。

A
政
策
企
画
部
長　
群
馬
県
で
は

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
推
進
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
み
ど
り
市
へ
の
導
入
可
能

性
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
し
か

し
、
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
、

み
ど
り
市
単
独
で
は
完
結
せ
ず
広

域
的
な
連
携
体
制
が
取
れ
な
い
現

状
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
導

入
を
見
送
っ
て
い
る
。

た
狭
間
の
層
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
政
策
企
画
部
長　
生
活
に
困
窮

す
る
非
課
税
世
帯
へ
確
実
か
つ
迅

速
に
支
援
を
届
け
る
た
め
本
事
業

を
実
施
し
た
。
一
方
、
非
課
税
世

帯
と
の
狭
間
に
当
た
る
層
に
つ
い

て
も
、
他
の
施
策
や
子
育
て
・
生

活
支
援
の
仕
組
み
を
通
じ
て
、
必

要
な
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
総
合

的
に
検
証
し
、
政
策
に
反
映
し
て

い
る
。

--------------------------

Q
電
話
で
バ
ス
は
市
民
の
移
動
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
が
、
「
予
約
が
取
り
に
く
い
」

「
バ
ス
停
が
遠
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
路
線

バ
ス
の
実
証
運
行
も
始
ま
り
、
途

中
で
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を

行
っ
た
結
果
、
学
生
の
利
用
は
増

加
し
た
が
、
全
体
の
利
用
は
依
然

と
し
て
低
調
で
あ
る
。
今
後
の
改

善
方
針
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

広和クラブ 須永　信雄 議員

学生の利用が増加した路線バス
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一 般 質 問

Q
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
策

の
効
果
は
。

A
こ
ど
も
未
来
戦
略
局
長　
令
和

７
年
１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
社
会

増
減
数
は
プ
ラ
ス
２
０
７
人
で
あ

る
。
特
に
９
月
と
10
月
の
２
カ
月

間
で
１
０
０
人
増
加
し
、
前
年
同

時
期
と
比
べ
る
と
２
５
６
人
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
区
分
ご

と
で
は
、
０
か
ら
５
歳
の
未
就
学

児
は
45
人
増
（
前
年
比
43
人
増
）
、

６
か
ら
11
歳
の
小
学
生
は
25
人
増

（
前
年
比
８
人
増
）
、
15
か
ら
17

歳
の
高
校
生
年
代
は
10
人
増
（
前

年
比
16
人
増
）
、
22
か
ら
29
歳
が

６
人
増
（
前
年
比
１
１
８
人
増
）
、

30
か
ら
39
歳
が
70
人
増
（
前
年
比

19
人
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
幅
広

い
世
代
で
増
加
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
人
口
増
加
に
は
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
や
、
令
和
４
年

度
に
開
校
し
た
笠
懸
西
小
学
校
の

影
響
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
自
然
増
を
含
め
た
市
全
体

A
市
長　
人
口
減
少
と
少
子
化
対

策
は
本
市
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
未
来
へ
の
投
資
と

し
て
、
こ
ど
も
未
来
基
金
を
活
用

し
、
み
ど
り
市
独
自
の
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
や
移
住
・
定
住

支
援
策
を
一
体
的
に
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
徐
々
に
目
に
見
え
る

効
果
が
表
れ
、
市
内
外
か
ら
評
価

の
声
も
届
い
て
い
る
。
来
年
度
以

降
は
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
の
継
続
、
働
く
場
所
の
創
出
、

市
内
経
済
の
活
性
化
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
政
策
、
女

性
や
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
、
「
住

ん
で
み
た
い
」
「
結
婚
し
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
い
」
「
年
を
と
っ

て
も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と

思
え
る
市
政
運
営
を
展
開
し
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
口
減
少
対

策
と
少
子
化
対
策
の
構
築
を
目
指

し
て
い
く
。

の
人
口
に
つ
い
て
は
、
過
去
５
年

間
は
一
時
的
な
増
加
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
が
、
今
年
は
７
月
か
ら
10

月
ま
で
４
カ
月
連
続
で
増
加
し
、

６
月
の
４
万
８
２
１
９
人
か
ら
60

人
増
加
し
て
い
る
。

Q
今
後
の
見
込
み
は
。

A
こ
ど
も
未
来
戦
略
局
長　
子
育

て
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
今
後
も
子
育
て
世
代
の
人

口
増
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
子
育
て
支
援
・
移
住
支
援
事
業

の
成
果
や
検
証
結
果
を
反
映
さ
せ

た
予
算
措
置
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A
副
市
長　
単
に
新
規
事
業
の
実

施
や
既
存
事
業
の
拡
充
を
進
め
る

だ
け
で
な
く
、
ど
の
事
業
や
施
策

が
本
市
に
と
っ
て
効
果
を
生
む
の

か
を
し
っ
か
り
と
検
証
す
る
。
そ

の
上
で
、
選
択
と
集
中
を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
確
保
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
人
口
減
少
対
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
今
後
の
総
括
的
な
所
見
は
。

答
弁
…�

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
を
目
指
す

人
口
減
少
対
策
の
展
望
は

録画映像
あります

新政クラブ 松井　篤 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

安
定
的
な
森
林
整
備
を
実
現
す
る

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
針
は

録画映像
あります

Q
森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
額
お

よ
び
基
金
へ
の
積
立
額
、
今
後
の

活
用
方
針
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
令
和
７
年
度

ま
で
の
交
付
額
は
、
合
計
２
億
２

９
６
７
万
６
０
０
０
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
令
和
７
年
５
月
末
時
点

で
の
基
金
積
立
額
は
、
６
８
１
５

万
４
１
４
９
円
で
あ
る
。
今
後
は
、

林
業
の
生
産
性
向
上
や
販
路
拡
大

を
目
指
し
、
安
定
的
な
森
林
整
備

を
進
め
る
た
め
、
機
械
の
導
入
や

間
伐
、
作
業
道
（
路
網
）
の
整
備

な
ど
を
効
率
的
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
原
材
料
の
調
達
か
ら
製
造
、

流
通
、
販
売
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
確
立
し
、
地
域
林
業
の
持
続
的

な
発
展
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
る
。

Q
林
業
の
担
い
手
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
の
方
針
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
安
定
し
た
収

入
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
林

業
機
械
の
購
入
や
リ
ー
ス
費
用
、

安
全
装
備
品
の
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
木
の

た
周
知
を
行
い
、
受
診
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
健
康
相
談
に
お
け
る
運
動
指
導

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談
を
36
回
、
栄
養
士

に
よ
る
栄
養
相
談
を
18
回
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相
談
を
６
回

実
施
し
、
健
康
に
関
す
る
総
合
的

な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

Q
今
後
の
歯
科
保
健
の
重
点
施
策

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
歯
と
口
の

健
康
は
全
身
の
健
康
に
影
響
し
、

歯
周
病
は
糖
尿
病
の
合
併
症
の
一

つ
で
も
あ
る
。
歯
周
病
な
ど
の
罹

患
率
が
高
い
一
方
で
、
歯
科
検
診

の
受
診
率
は
低
く
、
特
に
若
者
の

歯
周
病
罹
患
率
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
た
め
、
職
域
を
含
め
た

歯
科
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け

た
施
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

歯
周
病
検
診
は
健
康
づ

く
り
に
重
要
な
の
で
、

受
診
率
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
。

駅
で
の
原
木
受
け
入
れ
や
、
市
産

材
記
念
品
贈
呈
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

Q
総
括
。

A
市
長　
今
後
は
、
林
業
の
生
業

に
つ
な
が
る
安
定
的
な
森
林
整
備

の
実
現
に
向
け
て
、
担
い
手
の
支

援
や
育
成
、
販
路
拡
大
な
ど
の
出

口
戦
略
に
取
り
組
み
、
林
業
・
木

材
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

充
実
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

--------------------------

Q
健
康
寿
命
の
状
況
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
令
和
５
年

の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、

令
和
３
年
と
比
べ
て
、
男
性
で

０
・
89
歳
、
女
性
で
２
・
32
歳
差

が
広
が
っ
て
い
る
。
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
差
を
縮
め
る
こ
と
は
、

医
療
や
介
護
に
か
か
る
費
用
の
抑

制
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
健
康
診
断
受
診
率
向
上
策
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
対
象
者
へ

の
個
別
通
知
の
送
付
や
、
未
受
診

者
へ
の
再
度
の
案
内
、
さ
ら
に
地

域
サ
ロ
ン
や
保
健
事
業
を
活
用
し

市民クラブ 堀内　利之 議員

大間々町神梅の森林
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一 般 質 問

答
弁
…
次
世
代
型
の
移
動
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

低
速
電
動
バ
ス
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の
考
え
は

録画映像
あります

Q
現
在
、
市
で
取
り
組
ん
で
い
る

み
ど
り
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の

取
組
状
況
や
策
定
内
容
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
令
和
６
年
か

ら
、
有
識
者
を
含
む
委
員
で
構
成

さ
れ
る
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、

地
域
住
民
や
交
通
事
業
者
、
周
辺

自
治
体
と
協
働
し
、
環
境
に
も
配

慮
し
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を

と
も
に
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

Q
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
中
の
低

速
電
動
バ
ス
を
公
共
交
通
と
し
て

活
用
す
る
考
え
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
低
速
電
動
バ

ス
は
、
商
店
街
や
公
共
施
設
周
辺

で
の
回
遊
性
向
上
に
適
し
た
新
し

い
交
通
手
段
と
し
て
注
目
し
て
い

る
。
今
後
は
、
中
心
市
街
地
の
短

距
離
区
間
な
ど
で
の
活
用
可
能
性

を
探
り
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

福
祉
交
通
の
取
組
状
況
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
や
福
祉
車
両
に
よ
る
時
間
帯
輸

送
、
乗
降
場
所
の
明
確
化
、
会
場

ま
で
の
安
全
な
歩
行
動
線
の
確
保

な
ど
、
障
が
い
者
の
方
が
安
心
し

て
移
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

Q
公
共
交
通
利
用
の
推
進
は
、
健

康
増
進
や
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な

が
る
。
市
長
が
考
え
る
将
来
の
み

ど
り
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
。

A
市
長　
公
共
交
通
は
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
次

世
代
に
と
っ
て
も
「
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
な
政
策
で
あ
る
。

高
齢
者
に
優
し
く
、
若
い
世
代
に

も
魅
力
あ
る
、
持
続
可
能
で
利
便

性
の
高
い
交
通
体
系
の
構
築
を
進

め
て
い
く
。

将
来
的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

Q
タ
ク
シ
ー
不
足
が
続
く
中
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
運
行
管
理
を
行

い
、
国
が
認
め
た
地
域
や
曜
日
・

時
間
帯
に
限
定
し
て
、
一
般
ド
ラ

イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
運
送
を
行

う
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
本
市
で
も
、

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
不
足
や
高
齢

化
に
よ
り
移
動
ニ
ー
ズ
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
公
共
交
通
を
補
完
し
得
る
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。
国

の
制
度
整
備
が
ま
だ
進
行
中
の
た

め
、
今
後
も
国
の
動
向
や
関
係
事

業
者
の
意
見
を
注
視
し
、
導
入
の

是
非
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

Q
４
年
後
に
開
催
さ
れ
る
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
み
ど
り

市
で
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
会
場
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
の
み
ど
り
市
の

広和クラブ 柴﨑　訓佳 議員

低速電動バス
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

効
果
が
最
大
限
表
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
取
り
組
む

録画映像
あります

新政クラブ 塩野　央弥 議員

Q
乳
児
お
む
つ
用
品
購
入
支
援
事

業
に
対
す
る
市
民
の
声
は
。

A
こ
ど
も
未
来
戦
略
局
長　
「
乳

児
は
お
む
つ
の
使
用
量
が
多
い
の

で
助
か
る
」
「
通
常
よ
り
品
質
の

良
い
お
む
つ
を
購
入
で
き
た
」
な

ど
、
好
評
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
外
の
方
が
本

市
の
子
育
て
支
援
で
知
っ
て
い
る

も
の
と
し
て
お
む
つ
用
品
購
入
支

援
事
業
を
挙
げ
て
お
り
、
市
内
外

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

Q
お
む
つ
券
配
布
か
ら
保
育
園
お

む
つ
サ
ブ
ス
ク
制
度
へ
転
換
す
る

可
能
性
は
。

A
こ
ど
も
未
来
戦
略
局
長　
お
む

つ
券
の
申
請
や
郵
送
事
務
の
軽
減
、

保
護
者
や
保
育
士
の
お
む
つ
管
理

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
市
内
の
０
歳

児
全
員
へ
の
支
援
を
行
い
た
い
た

め
、
引
き
続
き
現
行
制
度
に
よ
る

支
援
を
考
え
て
い
る
。

Q
お
む
つ
券
の
配
布
金
額
を
減
ら

見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
不
安
な
日
常
が
多
く
参
加
を
迷

っ
て
い
た
が
、
参
加
す
る
こ
と
で

勇
気
を
も
ら
え
た
」
と
い
っ
た
前

向
き
な
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
種
目
を
増
や

す
可
能
性
は
。

A
教
育
部
長　
来
年
度
は
プ
ロ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
群
馬
グ
リ

ー
ン
ウ
イ
ン
グ
ス
」
と
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
芸
術
分

野
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
。

Q
今
後
の
展
望
は
。

A
市
長　
本
物
の
技
や
姿
勢
に
直

接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
重
視
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。
一
流
、
本
物
の
人

た
ち
と
の
出
会
い
こ
そ
が
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
可
能
性
を
最
大

限
に
引
き
出
す
力
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
一
人
一
人
が
未
来
に
希

望
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
成
長
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
本
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

し
て
、
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
可

能
性
は
。

A
こ
ど
も
未
来
戦
略
局
長　
現
行

の
金
額
の
ま
ま
、
お
む
つ
の
使
用

量
が
圧
倒
的
に
多
い
０
歳
児
を
養

育
す
る
家
庭
へ
の
支
援
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
く
。

Q
今
後
の
展
望
は
。

A
市
長　
令
和
６
年
度
か
ら
県
内

12
市
で
唯
一
本
市
の
み
で
実
施
し

て
お
り
、
子
育
て
支
援
の
強
み
と

な
っ
て
い
る
。
成
果
を
検
証
し
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効

果
が
最
大
限
表
れ
る
よ
う
、
よ
り

効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

--------------------------

Q
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ

デ
ミ
ー
参
加
者
の
声
は
。

A
教
育
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で

は
、
「
新
し
い
ス
キ
ル
が
身
に
つ

い
て
良
か
っ
た
」
「
一
流
の
選
手

と
実
際
に
会
っ
て
学
べ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
文
化
芸
術
分
野

で
は
、
「
豪
華
な
演
奏
を
間
近
で

乳
児
お
む
つ
用
品
購
入
支
援
事
業
の
展
望
は

おむつ用品券
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一 般 質 問

Q
新
規
事
業
の
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

支
援
事
業
の
昨
年
度
実
績
は
31
件

だ
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
数
に
比
べ
て
少
な
い
の
で
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
民
生
委
員
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
い
る
が
、
制
度
周
知
が
十
分

で
は
な
い
。

Q
既
存
の
安
心
支
援
事
業
の
主
な

ニ
ー
ズ
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
ゴ
ミ
出
し
支

援
の
ニ
ー
ズ
が
最
も
高
い
。

Q
福
祉
職
が
集
ま
る
研
修
会
で
の

制
度
周
知
や
制
度
見
直
し
の
検
討

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
研
修
会
で
の

チ
ラ
シ
配
布
を
即
座
に
実
施
し
、

新
年
度
か
ら
見
直
し
が
反
映
で
き

る
よ
う
早
急
に
検
討
す
る
。

Q
ゴ
ミ
出
し
支
援
と
安
否
確
認
を

兼
ね
た
個
別
収
集
の
導
入
を
、
み

ど
り
市
で
も
検
討
し
て
は
。

A
市
長　
時
代
に
合
わ
せ
た
制
度

見
直
し
は
必
須
。
既
存
事
業
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
新
た
な
施
策
を

除
去
食
対
応
は
困
難
な
た
め
、
今

後
新
設
す
る
給
食
施
設
で
専
用
設

備
を
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

Q
子
ど
も
た
ち
の
複
雑
化
す
る
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
増
員
や
チ※

ー
ム
学
校
の
構
築
は
。

A
教
育
長　
子
ど
も
の
心
の
健
康

は
教
育
の
根
幹
で
あ
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
、
支
援
体
制
を
充
実

さ
せ
る
。

Q
雨
漏
り
の
中
で
生
徒
が
雑
巾
や

バ
ケ
ツ
で
対
応
し
て
い
る
現
実
を

市
長
は
ど
う
感
じ
る
か
。
大
間
々

中
学
校
体
育
館
改
修
や
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
を
令
和
８
年
度
予
算
の
最

優
先
と
し
、
財
源
措
置
を
講
じ
る

決
意
は
あ
る
か
。

A
市
長　
現
場
の
惨
状
は
把
握
し

て
い
る
。
体
育
館
改
修
は
来
年
度

確
実
に
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
と
心
の
支
援
の
両
立
に
向
け

て
人
材
確
保
と
体
制
整
備
に
取
り

組
む
。

検
討
す
る
。31

件
の
実
績
と
財
源
に

充
て
た
慶
弔
祝
い
金
削

減
の
重
み
を
全
庁
で
共
有
し
、
公

費
の
妥
当
性
を
見
直
す
と
と
も

に
、
市
民
が
最
期
ま
で
尊
厳
を
持

っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
。

--------------------------

Q
大
間
々
中
学
校
体
育
館
の
雨
漏

り
が
続
き
、
教
育
活
動
や
地
域
利

用
、
避
難
所
機
能
に
も
支
障
が
生

じ
て
い
る
。
応
急
処
置
で
は
な
く
、

抜
本
的
な
改
修
計
画
と
予
算
措
置

は
。

A
教
育
部
長　
令
和
７
年
度
中
に

設
計
業
務
を
行
い
、
令
和
８
年
度

早
期
に
全
面
改
修
に
着
手
す
る
。

夏
休
み
期
間
を
中
心
に
屋
根
や
外

壁
の
防
水
工
事
を
実
施
す
る
。

Q
学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で

混
入
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
た
め
、

専
用
設
備
の
整
備
と
栄
養
士
な
ど

専
門
人
材
の
増
員
が
必
要
で
は
。

A
教
育
部
長　
現
施
設
で
の
完
全

答
弁
…
令
和
８
年
度
早
期
に
全
面
改
修
に
着
手
す
る

大
間
々
中
学
校
体
育
館
の
改
修
は

録画映像
あります

新政クラブ 髙草木 弘子 議員

大間々中学校体育館床に並べられたたくさんのバケツ

※チーム学校…. 学校の教育活動を教職員だけでなく、地域の人々や専門家、保護者など多様な人材が協力して支える仕組みや
考え方のこと。

みどり市　議会だより 14



一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

※ガバメントクラウドファンディング…自治体が行うクラウドファンディング。地域の課題解決や公共事業のために寄付を募る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕組みのこと。
※ NFT（Non-Fungible Token）…デジタルデータの所有権を証明する仕組みのこと。

答
弁
…�

教
育
や
福
祉
分
野
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

ガ※

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
フ
ァ
ン
の
拡
大
は

録画映像
あります

Q
空
き
家
を
課
題
か
ら
資
源
へ
と

発
想
の
転
換
が
で
き
る
の
で
は
。

A
建
設
部
長　
空
き
家
を
活
用
し

て
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
っ

て
い
る
事
例
が
あ
り
、
活
用
次
第

で
大
き
な
資
源
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
発
想
の
転
換
次
第
で
活
用

の
可
能
性
は
無
限
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
環
境
負
担
の
面
で
も
大
き

く
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。

空
き
家
×
現
代
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
古
民
家

×
舞
台
で
伝
統
芸
能
公
演
、
空
き

家
×
学
生
寮
、
空
き
家
×
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
、
空
き
家
×
室
内
農
業

×
収
益
不
動
産
と
し
て
販
売
な
ど
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
へ
の
ア
ン
テ
ナ

も
張
り
続
け
て
ほ
し
い
。

--------------------------

Q
寄
附
者
を｢

一
度
き
り
の
寄
附
者｣

で
は
な
く
、
「
み
ど
り
市
を
応
援

し
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
関
係
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
発
信
の
強
化
に
つ
い
て
は
。

な
ど
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

A
政
策
企
画
部
長　
返
礼
品
の
創

出
に
は
多
く
の
分
野
が
関
係
す
る

た
め
、
部
を
横
断
す
る
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
地
域
経
済
を
循

環
す
る
た
め
に
は
、
市
内
事
業
者

や
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
、
官
民
協
働
に
よ
る
魅
力
的
な

返
礼
品
の
創
出
に
向
け
て
仕
組
み

づ
く
り
に
努
め
る
。

Q
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
拡
大
の
可

能
性
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
映
画
制
作
や

子
育
て
政
策
、
環
境
政
策
な
ど
で

導
入
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は

教
育
や
福
祉
分
野
で
も
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。
市
民
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
意
見
や
提
案
を
施

策
設
計
に
生
か
し
、
そ
の
上
で
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

A
政
策
企
画
部
長　
墨
田
区
・
台

東
区
民
を
対
象
と
し
た
都
市
間
交

流
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

お
り
、
参
加
者
に
は
ツ
ア
ー
の
様

子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
を
条
件
に
す
る
な
ど
、
み
ど

り
市
応
援
団
の
拡
充
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
動
画
制

作
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
観
光
イ
ベ

ン
ト
や
子
ど
も
施
策
に
関
連
し
た

動
画
で
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
る
。

Q
デ
ジ
タ
ル
住
民
Ｎ※

Ｆ
Ｔ
な
ど
Ｎ

Ｆ
Ｔ
へ
の
見
解
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
デ
ジ
タ
ル
住

民
票
Ｎ
Ｆ
Ｔ
保
有
者
の
主
な
メ
リ

ッ
ト
は
、
特
別
な
ク
ー
ポ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
こ
と
や
、

そ
の
自
治
体
の
取
り
組
み
に
自
分

の
考
え
を
反
映
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
今
後
も
導
入
に
努
め
て
い
き

た
い
。

Q
商
工
会
・
地
元
ク
リ
エ
イ
タ
ー

・
市
役
所
が
協
働
す
る
仮
称
「
返

礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
会
議｣

市民クラブ 金子　勇人 議員
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一 般 質 問

Q
市
内
主
要
観
光
施
設
の
ト
イ
レ

洋
式
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
、

和
式
ト
イ
レ
が
残
っ
て
い
る
施
設

は
。

A
産
業
観
光
部
長　
な
が
め
余
興

場
は
令
和
７
年
度
に
洋
式
化
工
事

を
実
施
し
、
全
て
洋
式
ト
イ
レ
と

な
っ
た
。
小
平
の
里
で
は
キ
ャ
ン

プ
場
の
大
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
和
式
で

あ
る
が
、
令
和
７
年
度
中
に
洋
式

化
工
事
を
行
い
、
来
訪
者
が
利
用

す
る
全
て
の
ト
イ
レ
が
洋
式
と
な

る
予
定
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
そ
う
り
や
黒
坂
石
バ
ン

ガ
ロ
ー
・
テ
ン
ト
村
は
基
本
的
に

洋
式
で
あ
る
が
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト

の
個
室
ト
イ
レ
の
一
部
に
和
式
が

残
っ
て
い
る
。
草
木
ダ
ム
展
望
台

の
ト
イ
レ
は
和
式
で
あ
る
。
富
弘

美
術
館
や
な
が
め
余
興
場
に
は
車

い
す
対
応
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
設
備

が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
施

設
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
十

分
と
は
言
え
な
い
。

Q
市
内
駅
舎
の
ト
イ
レ
の
現
状
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
大
間
々
駅
、

均
利
用
団
体
数
は
１
・
６
団
体
、

平
均
利
用
者
数
は
15
・
５
人
と
な

っ
て
い
る
。

Q
多
世
代
交
流
館
体
育
館
の
冷
暖

房
設
備
導
入
の
概
算
費
用
に
つ
い

て
は
。

A
教
育
部
長　
設
計
費
や
工
事
費
、

管
理
費
を
含
め
３
０
０
０
万
円
か

ら
５
４
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い

る
。

Q
多
世
代
交
流
館
体
育
館
の
冷
暖

房
設
備
導
入
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
見
通
し
は
。

A
教
育
部
長　
優
先
順
位
を
考
慮

し
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q
多
世
代
交
流
館
駐
車
場
拡
充
の

検
討
に
つ
い
て
は
。

A
教
育
部
長　
わ
た
ら
せ
幹
線
道

路
塩
原
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
一
部
が
敷
地
を
通
り
抜

け
て
神
梅
方
面
へ
抜
け
る
計
画
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
駐
車
場
の
拡
充
や
用

地
買
収
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た

い
。

神
戸
駅
、
花
輪
駅
に
は
洋
式
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
花
輪

駅
は
女
性
用
１
基
が
和
式
で
あ
る
。

上
神
梅
駅
、
中
野
駅
、
小
中
駅
、

沢
入
駅
は
全
て
和
式
で
あ
る
。
赤

城
駅
は
女
性
用
１
基
の
み
和
式
、

岩
宿
駅
と
阿
左
美
駅
は
洋
式
と
な

っ
て
い
る
。

Q
駅
舎
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
お
よ

び
衛
生
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
清
掃
業
者
や

職
員
が
定
期
的
に
状
況
を
確
認
し
、

不
具
合
が
あ
れ
ば
、
鉄
道
事
業
者

や
委
託
管
理
者
に
対
応
を
要
請
し

て
い
る
。

Q
上
神
梅
駅
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の

取
り
組
み
は
。

A
市
長　
洋
式
化
に
向
け
て
予
算

を
確
保
す
る
。

--------------------------

Q
多
世
代
交
流
館
体
育
館
の
稼
働

状
況
お
よ
び
利
用
団
体
に
つ
い
て

は
。

A
教
育
部
長　
令
和
６
年
度
の
実

績
は
利
用
回
数
が
５
５
９
回
、
利

用
者
数
が
５
５
４
７
人
。
１
日
平

答
弁
…�

予
算
を
確
保
す
る

上
神
梅
駅
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
取
り
組
み
は

録画映像
あります

広和クラブ 須藤 日米代 議員

上神梅駅のトイレ
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

渡
良
瀬
特
別
支
援
学
校
生
徒
の
給
食
費
支
援
は

録画映像
あります

Q
み
ど
り
市
で
は
、
大
分
県
の
山

火
事
や
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

と
き
に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

A
総
務
部
長　
本
市
の
災
害
対
応

は
、
み
ど
り
市
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
行
う
。

Q
緊
急
事
態
発
生
時
、
国
や
県
、

他
自
治
体
か
ら
の
支
援
体
制
は
ど

う
か
。

A
総
務
部
長　
平
時
か
ら
関
連
機

関
と
の
情
報
共
有
化
を
図
り
、
緊

急
時
に
助
け
合
え
る
よ
う
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

--------------------------

Q
予
算
説
明
の
際
、
「
有
利
な
起

債
の
活
用
」
と
よ
く
聞
く
が
、
予

定
通
り
交
付
税
が
措
置
さ
れ
な
い

場
合
は
、
そ
の
旨
を
説
明
時
に
伝

え
て
ほ
し
い
。

A
副
市
長　
分
か
り
や
す
い
説
明

と
な
る
よ
う
、
今
後
検
討
を
進
め

A
産
業
観
光
部
長　
年
明
け
早
々

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
体
制

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
銃
猟
訓
練
費
の
支
援
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
射
撃
場
使
用

料
や
銃
弾
費
用
で
１
回
当
た
り
１

万
円
弱
の
経
費
が
か
か
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
国
の
制
度
も
活

用
し
つ
つ
、
中
長
期
的
な
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
支
援
を
検
討
し
た

い
。

--------------------------

Q
道
路
の
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
高
い
物
件
へ
の
対
応

は
。

A
都
市
建
設
部
長　
速
や
か
な
改

善
を
物
件
所
有
者
に
指
導
す
る
と

と
も
に
、
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

て
い
き
た
い
。

広
報
は
紙
面
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
交
付
税
の
詳
細
ペ
ー
ジ
を

設
け
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
な
設
定
を
。

--------------------------

Q
子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
み
ど

り
市
で
は
、
渡
良
瀬
特
別
支
援
学

校
生
に
も
給
食
費
の
支
援
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
教
育
長　
渡
良
瀬
特
別
支
援
学

校
を
含
む
県
立
特
別
支
援
学
校
に

通
う
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
家

庭
に
対
し
、
令
和
７
年
度
中
に
給

食
費
支
援
を
開
始
す
る
。
ま
た
、

市
外
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生

徒
に
も
、
令
和
８
年
度
か
ら
給
食

費
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

--------------------------
Q
緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁
…�

令
和
７
年
度
中
に
開
始
す
る

渡良瀬特別支援学校

みどモス

広和クラブ 深澤　輝彦 議員
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一 般 質 問

録画映像
あります

答
弁
…
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
進
め
て
き
た

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
推
進
状
況
は

Q
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
み
ど
り
市
の
推
進
状
況
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
過
去
２
回

の
一
般
質
問
を
受
け
、
み
ど
り
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載
や
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

を
進
め
て
き
た
。

Q
こ
ど
も
未
来
基
金
を
有
す
る
み

ど
り
市
と
し
て
、
安
心
・
安
全
の

施
策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
妊
婦

か
ら
は
「
実
費
で
子
ど
も
の
健
康

を
願
い
接
種
し
た
。
も
っ
と
早
く

助
成
が
始
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い

た
。
全
て
の
妊
婦
に
必
要
な
ワ
ク

チ
ン
で
あ
り
、
特
に
第
２
子
以
降

の
妊
婦
に
は
ぜ
ひ
受
け
て
ほ
し
い

の
で
、
定
期
接
種
の
実
現
を
望

む
」
と
い
っ
た
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
令
和
８
年

度
当
初
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
定

期
接
種
の
実
現
に
向
け
て
推
進
し

て
い
き
た
い
。

Q
高
齢
者
向
け
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
ガ
ソ
リ
ン
暫

定
税
率
の
廃
止
に
加
え
、
約
２
兆

円
規
模
の
経
済
対
策
の
具
体
化
に

つ
い
て
も
、
み
ど
り
市
と
し
て
効

果
の
高
い
支
援
に
向
け
て
推
進
し

て
い
く
。

Q
正
確
な
情
報
提
供
と
迅
速
な
給

付
に
つ
い
て
、
み
ど
り
市
の
対
応

は
。

A
政
策
企
画
部
長　
本
市
は
現
在
、

所
得
税
非
課
税
世
帯
に
お
米
券
を

配
布
し
て
い
る
。
国
の
緊
急
措
置

に
対
し
て
も
、
迅
速
か
つ
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
る
。

Q
み
ど
り
市
が
行
う
物
価
高
騰
対

策
は
、
公
平
性
の
説
明
や
透
明
性
、

現
場
連
携
な
ど
を
念
頭
に
推
進
し

て
い
る
か
。

A
政
策
企
画
部
長　
ご
指
摘
の
項

目
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
市
民
に

有
意
義
な
対
策
を
今
後
も
推
進
し

て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
２
０
２
４
年

に
日
本
で
初
め
て
承
認
さ
れ
、
よ

う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

市
と
し
て
の
高
齢
者
向
け
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
補
助

金
に
対
す
る
考
え
は
。

A
副
市
長　
国
の
動
向
や
他
自
治

体
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
く
。

--------------------------

Q
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
国
は

生
活
支
援
や
電
気
・
ガ
ス
代
の
補

助
、
食
品
高
騰
へ
の
対
応
、
子
育

て
支
援
の
充
実
な
ど
進
め
て
い
る

が
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
み
ど

り
市
の
今
後
の
対
応
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
国
の
推
進
に

対
し
、
実
施
主
体
の
み
ど
り
市
と

し
て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

Q
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
が

決
定
し
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
25

・
１
円
プ
ラ
ス
消
費
税
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
み
ど
り
市

公明クラブ 宮﨑　武 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

録画映像
あります

新政クラブ 藤生　吉顕 議員

答
弁
…�

令
和
７
年
中
は
熱
中
症
お
よ
び
熱
中
症
疑
い
で
44
件

み
ど
り
市
民
に
対
す
る
救
急
出
動
回
数
は

Q
令
和
７
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で

の
平
均
気
温
と
、
こ
の
数
年
間
と

の
比
較
は
。

A
総
務
部
長　
令
和
７
年
の
３
カ

月
間
の
平
均
気
温
は
27
・
９
度
で

あ
る
。
同
じ
期
間
の
10
年
ほ
ど

前
、
平
成
28
年
の
平
均
気
温
は
25

・
１
度
で
あ
り
、
10
年
間
で
２
・

８
度
上
昇
し
て
い
る
。
温
暖
化
に

よ
る
気
温
の
上
昇
傾
向
が
進
ん
で

い
る
。

Q
熱
中
症
や
体
調
不
良
を
防
ぎ
、

猛
暑
か
ら
身
を
守
る
に
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
暑
さ
を
避

け
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
日
頃

か
ら
の
体
づ
く
り
が
重
要
。
屋
内

で
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
よ
る
室
温

調
整
、
屋
外
で
は
日
傘
や
帽
子
の

着
用
、
日
陰
を
利
用
し
、
こ
ま
め

な
休
息
が
必
要
で
あ
る
。

Q
令
和
７
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で

の
３
カ
月
間
で
、
桐
生
み
ど
り
消

防
署
管
轄
内
に
お
け
る
み
ど
り
市

民
に
対
す
る
救
急
出
動
回
数
は
。

A
総
務
部
長　
熱
中
症
お
よ
び
熱

馬
県
で
開
催
さ
れ
る
国
ス
ポ
・
全

ス
ポ
に
よ
り
、
み
ど
り
市
や
命
名

ス
ポ
ン
サ
ー
の
全
国
的
な
認
知
拡

大
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ら

れ
る
が
、
契
約
金
額
や
効
果
的
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
へ
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
学
校
法
人

桐
ヶ
丘
学
園
と
の
契
約
期
間
が
令

和
８
年
３
月
31
日
に
満
了
と
な
る
。

更
新
に
係
る
優
先
交
渉
権
の
行
使

に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
行
使
し

な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
た
め
、

今
後
は
公
募
に
よ
る
募
集
を
予
定

し
て
い
る
。

Q
温
泉
施
設
は
名
称
を
公
募
に
よ

り
、
湯
～
ト
ピ
ア
み
ど
モ
ス
パ
と

し
、
カ
タ
カ
ナ
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ

も
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
命
名
権

導
入
の
考
え
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
今
後
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
や
若
者
、
市
外
か
ら
の

観
光
客
に
も
市
民
に
も
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
命
名
権
を

導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
症
疑
い
に
よ
る
み
ど
り
市
民
へ

の
救
急
出
動
回
数
は
44
件
で
あ

る
。
年
代
別
で
は
、
17
歳
以
下
が

５
人
、
18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
が
６

人
、
65
歳
以
上
が
33
人
で
あ
り
、

高
齢
者
が
75
％
を
占
め
て
い
る
。

--------------------------

Q
株
式
会
社
グ
ン
エ
イ
に
対
し
、

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
の
命
名
権
を

解
除
し
た
こ
と
で
、
市
民
や
利
用

者
た
ち
の
入
場
数
な
ど
に
影
響
は

あ
っ
た
か
。

A
教
育
部
長　
解
除
後
の
７
月
か

ら
10
月
の
４
カ
月
間
で
比
較
す
る

と
、
令
和
６
年
度
は
１
万
１
９
７

６
人
、
令
和
７
年
度
は
１
万
５
０

７
４
人
で
あ
り
、
約
３
０
０
０
人

増
加
し
て
い
る
。

Q
今
後
の
命
名
権
募
集
は
。

A
教
育
部
長　
笠
懸
野
文
化
ホ
ー

ル
の
貴
重
な
財
源
と
考
え
て
お
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
新
た
な
ス
ポ
ン

サ
ー
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
公
募

の
準
備
を
進
め
た
い
。

Q
市
民
体
育
館
は
令
和
11
年
に
群

桐生みどり署から出動する救急車両
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一 般 質 問

Q
み
ど
り
市
の
総
人
口
と
70
歳
以

上
の
独
居
の
高
齢
者
の
推
移
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
総
人
口
は
、

令
和
５
年
度
末
４
万
８
６
９
４
人
、

６
年
度
末
４
万
８
２
８
３
人
、
７

年
度
10
月
末
４
万
８
２
７
９
人
で

あ
る
。
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
は
、
毎
年
６
月
１
日
調
査

で
、
令
和
５
年
１
６
９
９
人
、
６

年
１
８
０
３
人
、
７
年
１
８
５
７

人
と
な
っ
て
い
る
。

Q
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取

り
組
み
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
誰
も
が
簡
単

に
取
り
組
め
る
「
歩
く
」
こ
と
を

推
奨
す
る｢
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
実
施
し
て
い
る
。

Q
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

何
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　
高
齢
者
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

住
ま
い
や
日
常
の
健
康
管
理
な
ど

の
医
療
や
自
立
を
支
援
す
る
介

護
・
見
守
り
活
動
、
要
介
護
状
態

約
し
、
笠
懸
庁
舎
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
の
狭
さ
も
解
消
し
た
。
各
庁
舎

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
を
配
置
し
、

一
つ
の
庁
舎
で
手
続
き
が
完
結
で

き
る
体
制
を
構
築
し
た
。

Q
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、

目
的
の
窓
口
に
迷
わ
ず
に
行
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A
総
務
部
長　
大
間
々
庁
舎
は
入

口
や
階
段
に
案
内
板
を
設
置
し
、

笠
懸
庁
舎
は
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
を

拡
充
し
た
。

Q
市
長
の
総
括
は
。

A
市
長　
福
祉
部
門
の
集
約
に
よ

り
、
重
層
的
な
支
援
が
可
能
と
な

り
、
一
つ
の
庁
舎
で
調
整
が
図
ら

れ
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

る
。
リ
モ
ー
ト
窓
口
の
活
用
で
、

す
べ
て
の
用
件
が
庁
舎
で
済
む
よ

う
に
な
っ
た
。

ど
こ
の
庁
舎
で
も
必
要

な
手
続
き
が
行
え
る
こ

と
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
、
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

を
防
ぐ
介
護
予
防
、
買
い
物
や
掃

除
な
ど
地
域
の
交
流
に
よ
る
日
常

生
活
支
援
の
仕
組
み
で
あ
る
。

Q
医
療
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
や

生
活
支
援
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

は
ど
こ
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
総
合
窓
口
で
あ
る
。

Q
介
護
、
就
労
、
引
き
こ
も
り
な

ど
複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
窓
口
に
社
会
福
祉
士
を
配
置

し
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
有
資
格
者
の

確
保
は
難
し
い
が
、
重
層
的
な
体

制
の
中
に
社
会
福
祉
士
も
い
る
た

め
、
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

--------------------------

Q
使
い
や
す
い
庁
舎
へ
の
課
題
や

課
題
解
決
の
取
り
組
み
は
。

A
総
務
部
長　
合
併
当
初
は
一
つ

の
庁
舎
で
完
結
で
き
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
今
年
度
の
庁
舎
再
編

で
福
祉
部
門
を
大
間
々
庁
舎
に
集

答
弁
…�

一
つ
の
庁
舎
で
完
結
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た

使
い
や
す
い
庁
舎
へ
の
取
り
組
み
は

録画映像
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
特

例
臨
時
接
種
に
お
け
る
事
業
費
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長  

令
和
２
年

度
は
１
０
９
９
万
８
１
９
０
円
、

令
和
３
年
度
は
３
億
６
４
４
９
万

１
８
１
０
円
、
令
和
４
年
度
は
２

億
９
３
０
９
万
６
４
３
８
円
、
令

和
５
年
度
は
１
億
１
３
２
５
万
１

８
５
５
円
、
令
和
６
年
度
は
２
４

３
５
万
２
０
０
５
円
、
令
和
７
年

度
は
１
９
２
６
万
７
４
０
３
円
、

総
事
業
費
は
８
億
２
５
４
５
万
７

７
０
１
円
で
あ
る
。

Q
群
馬
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接
種
期
間

中
の
副
反
応
疑
い
報
告
件
数
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
令
和
２
年

度
は
死
亡
０
件
、
入
院
６
件
、
入

院
以
外
の
症
状
２
件
、
そ
の
他
30

件
で
計
38
件
。
令
和
３
年
度
は
死

亡
27
件
、
入
院
62
件
、
入
院
以
外

の
症
状
34
件
、
そ
の
他
２
７
７
件

で
計
４
０
０
件
。
令
和
４
年
度
死

亡
２
件
、
入
院
11
件
、
入
院
以
外

の
症
状
７
件
、
そ
の
他
12
件
で
計

--------------------------

Q
東
武
鉄
道
桐
生
線
の
通
学
利
用

者
数
は
。

A
政
策
企
画
部
長 　
令
和
６
年

度
、
阿
左
美
駅
の
年
間
乗
車
数
は

８
万
６
０
９
３
人
で
通
学
利
用
者

は
約
５
万
人
。
赤
城
駅
は
19
万
１

７
１
８
人
で
通
学
利
用
者
数
は
約

６
万
５
０
０
０
人
で
あ
る
。

Q
通
学
定
期
券
で
も
特
急
り
ょ
う

も
う
号
の
空
席
利
用
が
で
き
る
補

助
制
度
創
設
の
考
え
は
。

A
政
策
企
画
部
長   

通
学
定
期
補

助
も
利
用
促
進
策
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。

Q
移
住
・
定
住
促
進
と
し
て
、
東

武
鉄
道
特
急
り
ょ
う
も
う
号
の
遠

距
離
通
勤
・
通
学
定
期
券
購
入
へ

の
補
助
制
度
導
入
の
考
え
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
足
利
市
や
館

林
市
で
も
補
助
制
度
が
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
移
住
者
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
が
る
よ
う
多
角
的
に
事
業
を

検
討
し
た
い
。

32
件
。
令
和
５
年
度
は
死
亡
０
件
、

入
院
２
件
、
入
院
以
外
の
症
状
０

件
、
そ
の
他
２
件
で
計
４
件
で
あ

る
。

Q
み
ど
り
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
疑
い
報
告

件
数
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長  

市
内
の
副

反
応
疑
い
報
告
件
数
は
12
件
で
あ

る
。

Q
み
ど
り
市
に
お
け
る
予
防
接
種

健
康
被
害
救
済
制
度
の
申
請
・
認

定
状
況
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長   

新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
関
し
、

令
和
３
年
度
に
６
件
の
申
請
が
あ

り
、
全
て
認
定
さ
れ
た
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
に
関
す
る
相
談
や
医
療

機
関
の
受
診
な
ど
、
市
民
の
不
安

解
消
の
た
め
電
話
相
談
窓
口
の
周

知
が
必
要
で
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
周
知
方
法

を
見
直
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
相
談
で
き
る
よ
う
窓
口
案

内
を
行
う
。

答
弁
…
利
用
促
進
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る

通
学
定
期
券
で
も
特
急
り
ょ
う
も
う
号
の

空
席
を
利
用
で
き
る
補
助
制
度
の
創
設
を
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委員長
藤生吉顕

委員
金子勇人

委員
塩野央弥

委員
石原真理子

副委員長
中村正義

委員
深澤輝彦

委員
堀内利之

日 月 火 水 木 金 土

２/10（火）全員協議会　上程予定議案の説明等

2/15 16
本会議

市長提出議案上程

17
（休会）

18
（休会）

19
本会議
一般質問

20
本会議
一般質問

21
（休会）

22
（休会）

23
（休会）

24
（休会）

25
（休会）

26
本会議
一般質問

27
本会議
総括質疑→委員会付託

28
（休会）

3/1
（休会）

2
（休会）

3
本会議
市長提出議案への質疑
→委員会付託

4
（休会）

予算常任委員会

5
（休会）

予算常任委員会

6
（休会）

予算常任委員会

7
（休会）

8
（休会）

9
（休会）

市民福祉常任委員会

10
（休会）

経済建設常任委員会

11
（休会）

総務文教常任委員会

12
（休会）

予算常任委員会

13
（休会）

14
（休会）

15
（休会）

16
（休会）

17
（休会）

18
本会議
委員長報告
質疑〜討論〜採決

　　は傍聴できます
開始時間は全て午前９時 30分です

本会議はインターネット生配信の予定です
は配信予定日です

開会

閉会

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／https://w

w
w

.city.m
idori.gunm

a.jp/shisei/1001670/index.htm
l

○
編
集
／
み
ど
り
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会　
○
印
刷
／
山
進
社
印
刷
㈱

○
発
行
／
み
ど
り
市
議
会

〒
３
７
６
―
０
１
９
２　
群
馬
県
み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々
１
５
１
１

電
話 

０
２
７
７
�
１
９
７
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
７
�
１
９
５
２

３月定例会（予定） 会期：２月16日〜３月18日

傍聴に関することは、みどり市のホームページをご覧いただくか、
議会事務局（TEL. 0277-76-1970　FAX. 0277-76-1952）までお問い合わせください。

議 会 広 報 特 別 委 員 会 編 集 委 員

次回の定例会は２月 16日㈪開会予定です
議会を傍聴しよう

議会広報特別委員会行政視察(研修)報告（７月14日.15日）
視察先／
視察内容

埼玉県鶴ヶ島市／東京都あきる野市
議会だよりリニューアルの取り組みについて

　議会だよりをリニューアルしている先進的な自治体の取り組みを学ぶた
めに視察を行いました。両市とも「市民の皆さんに読んでもらえなければ
議会だよりの意味がない」と考え、表紙デザインの工夫や、余白を多くし
て読みやすくすること、記事の詳細が分かる２次元コードの活用などに取
り組んでいました。みどり市議会だよりも、視察をきっかけに少しずつ改
善を進めています。令和８年度はカラーページを増やしたり、一般質問の
コーナーを見やすくしたり、より親しみやすい紙面を目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（深澤　輝彦）


